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は
、
４
月
10
日
に
、
小
田
原
市

及
び
箱
根
町
へ
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
要
望
の
中
で
、
雇
用
調
整
助

成
金
の
申
請
手
続
が
複
雑
で
わ

か
り
に
く
い
事
か
ら
市
・
町
か

ら
国
へ
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ

い
て
の
要
望
を
望
む
事
や
雇
用

調
整
助
成
金
申
請
書
類
作
成
支

援
の
た
め
の
専
門
家
の
派
遣
に

つ
い
て
要
望
を
致
し
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
去
る
、
４
月
17
日
、
当
所
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
事

業
所
を
対
象
に
雇
用
調
整
助
成

金
に
関
す
る
緊
急
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
事
業
所
は
、

当
初
の
想
定
を
上
回
る
１
３
０

社
を
超
え
る
申
込
が
あ
り
、
影

響
の
深
刻
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
密
を
避
け
る
た

め
、
開
催
の
時
間
を
３
つ
の
時

間
帯
に
、
会
場
を
２
会
場
に
分

散
し
開
催
す
る
な
ど
し
感
染
症

予
防
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
所

　
今
年
度
、
実
施
し
て
い
る
専

門
家
・
連
携
相
談
に
つ
き
ま
し

て
は
、
左
記
の
通
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
で

は
、
経
営
に
役
立
つ
各
種
の
窓

口
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
な
お
、
情
報
は
常
に
更
新
さ

れ
ま
す
の
で
、随
時
、厚
生
労
働

省
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

（
記
事
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

宿
泊
業
・
娯
楽
業
　
20
人
以
下

製
造
業
そ
の
他
　
　
20
人
以
下

●
補
助
率
・
補
助
額
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以

内
　
補
助
額
　
上
限
50
万
円

●
申
込
締
め
切
り

《
第
二
回
》
６
月
５
日
（
金
）

詳
細
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
「
令
和
元
年
度
補
正
予
算
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

【
小
田
原
】

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

【
箱
根
】

☎
０
４
６
０（
85
）６
２
４
５

　
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
経
済

上
の
理
由
に
よ
り
事
業
活
動
の

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業

主
が
、
労
働
者
の
雇
用
維
持
を

図
る
た
め
「
休
業
手
当
」
等
を

支
給
し
た
際
に
要
し
た
費
用
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
か
か
る
特
例
措
置

と
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
を
緊
急
対
応
期
間
と

位
置
付
け
、
下
記
の
内
容
で
特

例
措
置
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
売
上
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
中
、
労
働
者
の
雇
用
に
つ

い
て
悩
み
を
抱
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
事
業
主
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
労
働
者
を
休
業
さ
せ
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

こ
う
し
た
助
成
金
を
活
用
し
、

労
働
者
の
雇
用
維
持
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
際
の
経
営

判
断
は
個
別
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
の
専
門
家
や
、
小

田
原
箱
根
商
工
会
議
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

む
費
用
を
補
助
す
る
も
の
で
、

チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
看

板
・
新
商
品
開
発
な
ど
の
た
め

の
機
械
装
置
・
展
示
会
出
展
費

用
・
そ
の
他
集
客
や
販
路
開
拓

を
図
る
た
め
の
備
品
や
費
用
等
、

幅
広
く
活
用
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

●
補
助
対
象
者

　
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

以
下
の
事
業
所
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
個
人
事
業
主
代
表
者
・
役
員
・

短
時
間
労
働
者
は
人
数
に
含
み

ま
せ
ん
。

卸
売
業
・
小
売
業
　
５
人
以
下

サ
ー
ビ
ス
業
　
　
　
５
人
以
下

　
小
規
模
事
業
者
お
よ
び
一
定

要
件
を
満
た
す
特
定
非
営
利
活

動
法
人
が
今
後
複
数
年
に
わ
た

り
相
次
い
で
直
面
す
る
制
度
変

更
（
働
き
方
改
革
や
被
用
者
保

険
の
適
用
拡
大
、
賃
上
げ
等
）

に
対
応
す
る
た
め
、
小
規
模
事

業
者
の
方
が
、商
工
会
議
所（
商

工
会
）
と
一
体
と
な
っ
て
、
販

路
開
拓
に
取
り
組
む
費
用
（
チ

ラ
シ
作
成
、
看
板
、
Ｈ
Ｐ
、
機
械

装
置
な
ど
の
費
用
）
を
支
援
す

る
「
令
和
元
年
度
補
正
予
算
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

の
公
募
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
特
徴
・
補
助
対
象

　
販
路
拡
大
や
集
客
に
取
り
組
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商
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会
議
所

小田原箱根商工会議所 2020年度 専門家・連携相談一覧
予約等のお問合せは、

小田原箱根商工会議所 経営支援グループ　電話 0465-23-1811

○事業承継相談（予約制）
神奈川県事業承継ネットワークブロックコーディネーター
中小企業診断士　　小池 登志男 氏
原則毎週　火・金曜日　9:00～17:00　商工会議所 ４階

○発明·特許·商標·意匠·その他の知的財産権相談（予約制）
弁理士　　穂坂 道子 氏
原則毎週　月曜日　15:00～17:00　商工会議所 ４階 相談室

○法律相談（予約制）
弁護士　　杉﨑 茂 法律事務所

○金融相談（予約制）※小規模事業者（創業前の方を含む）以外の事業者向け
日本政策金融公庫（中小企業事業部）　毎月　第２水・金曜日

○保証ホットライン相談（融資保証）
神奈川県信用保証協会小田原支店　　平日　9:00～17:15

○コンピューター相談（予約制・有料）
小田原コンサルティンググループ
※会　員　最初の１時間　2,500円　その後30分毎に1,000円
　非会員　最初の１時間　5,000円　その後30分毎に2,000円

○下請取引斡旋（予約制）
公益財団法人 神奈川産業振興センター　県央支所
毎月　第２水曜日　13:30～16:00　商工会議所 ４階 相談室

○経営総合相談
神奈川県よろず支援拠点サテライトオフィス
中小企業診断士
平日　9:00～17:00　商工会議所 ２階

山口箱根町長に要望書を提出する鈴木会頭

３密を避けて説明会を開催

専
門
家
・
連
携
相
談

特例以外の場合の
雇用調整助成金

緊急対応期間
（ 4月 1日～ 6月30日）
特例措置を実施

事業主 経済上の理由により、事業活動の
縮小を余儀なくされた事業主

新型コロナウイルス感染症の影
響を受ける事業主（全業種）

生産指標要件
前年同期と比較して、売上高また
は生産量などの最近 3月間の月平
均値が10％以上減少している

前年同月と比較して、売上高ま
たは生産量などの最近 1か月間
の値が 5％以上減少している

対象労働者
雇用保険の被保険者が対象 雇用保険被保険者でない労働者

の休業も助成金の対象に含める

6か月以上の被保険者期間が必要 被保険者期間要件を撤廃

助成率 2/3（中小企業）
1/2（大企業）

4/5（中小企業）、2/3（大企業）
※解雇等を行わない場合は
　9/10（中小）、3/4（大企業）

計画届 計画届は事前提出 計画届の事後提出を認める
（ 1月24日～ 6月30日まで）

クーリング期間 1年のクーリング期間が必要 クーリング期間を撤廃

支給限度日数 1年100日、 3年150日 同左＋上記の緊急対応期間

短時間休業 短時間一斉休業のみ 短時間休業の要件を緩和

休業規模要件 1/20（中小企業）
1/15（大企業）

休業規模要件を緩和
1/40（中小企業）、1/30（大企業）

残業相殺 残業相殺あり 残業相殺を停止 

教育訓練

助成率 2/3（中小企業）、
　　　 1/2（大企業）

助成率 4/5（中小企業）、
　　　 2/3（大企業）
※解雇等を行わない場合は
　9/10（中小）、3/4（大企業）

加算額 1,200円 加算額 2,400円（中小企業）
　　　 1,800円（大企業）

※記載内容は、令和 2年 4月23日現在のものです。
　最新の情報は、厚生労働省ホームページでご確認ください。

雇用調整助成金
新型コロナウイルス感染症

特例措置について

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

現
在
、公
募
受
付
中（
第
２
回
締
切　
）
６５

雇
用
調
整
助
成
金
に
関
す
る

緊
急
説
明
会
を
実
施
（     

）
４ 17
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援
を
実
施
し
ま
す
。

【
融
資
対
象
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
一
時
的
な
業
況
悪
化
を
来
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
最
近
１
ヶ
月
の
売
上
高
が
前

年
又
は
前
々
年
の
同
期
と
比
較

し
て
５
％
以
上
減
少
し
た
方
②

業
歴
３
ヶ
月
以
上
１
年
１
ヶ
月

未
満
の
場
合
は
、
最
近
１
ヶ
月

の
売
上
高
が
、
次
の
い
ず
れ
か

と
比
較
し
て
５
％
以
上
減
少
し

て
い
る
方

●
過
去
３
ヶ
月
（
最
近
１
ヶ
月

を
含
む
）
の
平
均
売
上
高

●
令
和
元
年
12
月
の
売
上
高

●
令
和
元
年
10
〜
12
月
の
売
上

高
平
均
額

【
資
金
使
途
】
運
転
資
金
・
設

備
資
金

【
貸
付
期
間
】
設
備
資
金
20
年

以
内
・
運
転
資
金
15
年
以
内（
う

ち
据
置
５
年
以
内
）

【
お
問
合
せ
】

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支

店☎
０
４
６
５（
23
）３
１
７
５

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
平
常
を

取
り
戻
し
、
一
日
も
早
く
、
い

つ
も
の
小
田
原
・
箱
根
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
念
じ

て
お
り
ま
す
。』

　
鈴
木
会
頭
は
、
５
月
21
日

（
木
）
〜
６
月
19
日
（
金
）
の
間

は
、
在
所
待
機
は
致
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
ご
用
の
あ
る
方
は
事

前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

電
話
又
は
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
お
会
い
す
る
事
が
可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
経
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
応

す
る
た
め
の
設
備
資
金
及
び
運

転
資
金

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

特
別
貸
付
の
取
扱
い
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
を
受
け
業
況
が
悪
化
し
た
事

業
者
に
対
し
、
融
資
枠
別
枠
の

制
度
を
創
設
し
信
用
力
や
担
保

に
依
ら
ず
一
律
金
利
と
し
、
融

資
後
の
３
年
間
ま
で
０
・
９
％

の
金
利
の
引
下
げ
を
実
施
、
ま

た
、
特
に
影
響
の
大
き
い
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
事
業

主
、
ま
た
売
上
高
が
急
減
し
た

事
業
者
な
ど
に
対
し
て
利
子
補

給
を
行
う
こ
と
で
、
実
質
、
無

利
子
・
無
担
保
と
し
資
繰
り
支

た
も
の
で
す
。
記
者
会
見
で
鈴

木
会
頭
が
述
べ
た
内
容
は
、
次

の
通
り
で
す
。

　『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の

緊
急
事
態
宣
言
の
下
、
国
を
挙

げ
て
、
不
急
不
要
の
外
出
の
自

粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
は
、
小
田
原
・
箱
根
の
観
光

を
お
控
え
い
た
だ
く
こ
と
を
切

　
小
規
模
事
業
者
の
方
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
事
で
最
近
１
ヶ

月
の
売
上
高
が
前
年
又
は
前
々

年
同
期
と
比
較
し
て
５
％
以

上
減
少
を
し
て
い
る
場
合
に

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
マ
ル
経
」
を
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
今
回
、
当
初
３
年

間
に
限
っ
て
、
マ
ル
経
に
つ
い

て
も
利
子
補
給
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
実
質
、
無
利
子
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ル
経
の

既
住
債
務
の
借
換
も
実
質
無
利

子
化
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
貸
付
限
度
】
１
０
０
０
万

【
貸
付
期
間
】
運
転
資
金
　
７

年
以
内
設
備
資
金
　
10
年
以
内

【
貸
付
利
率
（
令
和
２
年
５
月

１
日
現
在
）】

当
初
３
年
間
　
０
・
31
％

３
年
経
過
後
　
１
・
21
％

【
資
金
使
途
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
去
る
、
４
月
23
日
、
小
田
原

市
役
所
に
て
当
所
鈴
木
会
頭
は
、

加
藤
小
田
原
市
長
、
山
口
箱
根

町
長
、
石
田
小
田
原
観
光
協
会

会
長
、
勝
俣
箱
根
町
観
光
協
会

理
事
長
ら
と
と
も
に
記
者
会
見

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

大
型
連
休
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
小
田
原
・
箱
根
へ
の
観
光
を

控
え
て
頂
く
こ
と
を
呼
び
か
け

【
お
問
合
せ
】

国
民
健
康
保
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所

保
険
課
　
保
険
料
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
３
２

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所

高
齢
介
護
課
　
介
護
給
付
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
４
０

花
王
㈱
小
田
原
事
業
場

事
業
場
代
表
・
小
田
原
工
場
　

小
野
田
　
薫
氏

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
、
前
任
の
馬
場
俊
之
氏

に
代
わ
り
３
号
議
員
に
就
任
。

三
菱
ガ
ス
化
学
㈱

山
北
工
場
工
場
長

大
戸
　
秀
氏

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
、
前
任
の
丸
山
岳
人
氏

に
代
わ
り
２
号
議
員
に
就
任
。

　
小
田
原
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
納
入
義

務
者
（
家
族
も
含
む
）
が
罹
患

さ
れ
た
場
合
の
他
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
な
ど
し
保
険
料
の
納
付
が
厳

し
い
場
合
に
は
、
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
小
田
原
市
担

当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
。
③
換
価
の
猶
予
を
受

け
よ
う
と
す
る
国
税
以
外
の
国

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。
④
納

付
す
べ
き
国
税
の
納
期
限
（
令

和
元
年
分
の
申
告
所
得
税
、
贈

与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
確
定
申
告
は
、
延
長
さ
れ

た
期
限
（
令
和
２
年
４
月
16

日
））
か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
申

請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
担
保
の
提
供

が
あ
る
こ
と
。（
担
保
が
不
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
税
務
署

☎
０
４
６
５（
35
）４
５
１
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一

時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
税
務
署
に
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
要
件
の

す
べ
て
に
該
当
を
す
る
と
き
は
、

原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期
間

に
限
り
、
換
価
の
猶
予
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
所
轄
の
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
要
件
】

①
国
税
を
一
時
的
に
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
又

は
生
活
の
維
持
を
困
難
に
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。
②
納
税
に
つ
い
て
誠
実

な
意
思
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

会
頭
コ
ラ
ム
（
第
63
回
）

会
頭
　
鈴
木  

悌
介

タ
イ
ト
ル

◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

今
後
の
鈴
木
会
頭
の

在
所
日
に
つ
い
て

内外に向けて記者会見をする
鈴木会頭と加藤小田原市長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

マ
ル
経
及
び
実
質
無
利
子
に

つ
い
て

日
本
政
策
金
融
公
庫

無
利
子
・
無
担
保
融
資

職
務
執
行
者

変
更
の
お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症大型連休中の小田原・箱根の観光について
鈴木会頭

内外に発信 資金繰り支援制度のご紹介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
国
税
猶
予
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料

納
付
猶
予
に
つ
い
て
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小
田
原
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
中
小
企
業
者
等
支
援
金
を

創
設
し
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
知
事
か
ら
の
協
力

要
請
に
応
じ
て
休
業
又
は
営
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
特
に
大
き
な
影
響

を
受
け
る
事
業
者
に
対
し
て
、

事
業
の
継
続
を
下
支
え
し
、
再

起
の
糧
と
し
て
頂
く
た
め
、
事

業
全
般
に
広
く
使
え
る
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
給
付
額
】

法
人
　
　
　
　
２
０
０
万
円

個
人
事
業
者
　
１
０
０
万
円

※
但
し
、
昨
年
１
年
間
の
売
上

か
ら
の
減
少
分
を
上
限

※
売
上
減
少
分
の
計
算
方
法

前
年
の
総
売
上（
事
業
収
入
）

－

（
前
年
同
月
比
▲
50
％
の
売
上

×
12
ヶ
月
）

【
支
給
対
象
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

時
間
の
短
縮
を
行
っ
た
事
業
者

に
対
し
て
小
田
原
市
と
し
て
支

援
金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

給
付
の
内
容
は
、
神
奈
川
県
が

行
う
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
」
の

症
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
が
前

年
同
月
比
で
50
％
以
上
減
少
し

て
い
る
者

●
資
本
金
10
億
円
以
上
の
大
企

業
を
除
き
、
中
堅
企
業
、
中
小

企
業
、小
規
模
事
業
者
、フ
リ
ー

ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
事
業
者
を

広
く
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
法
人
、
農
業
法
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
等
、

会
社
以
外
の
法
人
に
つ
い
て
も

幅
広
く
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

中
小
企
業
　
金
融
・
給
付
金
相

談
窓
口

☎
０
５
７
０

－

７
８
３
１
８
３

（
９
時
〜
17
時
　
平
日
・
休
日
）

他
に
市
が
独
自
に
20
万
円
を
支

援
金
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で

す
。

【
対
象
者
】

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
者

●
小
田
原
市
内
に
施
設
又
は
店

舗
を
有
し
、
事
業
を
行
っ
て
い

る
こ
と

●
施
設
又
は
店
舗
が
「
支
援
金

支
給
対
象
施
設
」
で
あ
る
こ
と

●
４
月
24
日
（
金
）
〜
５
月
６

日
（
水
）
ま
で
の
間
、
連
続
し

て
該
当
す
る
施
設
又
は
店
舗
の

休
業
又
は
営
業
時
間
の
短
縮
を

実
施
し
て
い
た
こ
と

●
中
小
企
業
、
社
団
法
人
、
財

団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
、
個
人
事
業
主
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
こ
と

【
支
給
金
額
】

１
事
業
者
あ
た
り
一
律
20
万
円

（
１
回
限
り
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
経
済
部
商
業
振
興
課

商
業
振
興
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
５
１
１

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中

小
企
業
倒
産
防
止
共
済
）
は
、

ご
自
身
の
会
社
が
健
全
経
営
で

も
「
取
引
先
の
倒
産
」
と
い
う
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

「
も
し
も
」
に
備
え
、
連
鎖
倒

産
や
経
営
難
に
落
ち
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の

共
済
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

掛
金
が
税
法
上
の
損
金（
法
人
）

ま
た
は
必
要
経
費（
個
人
事
業
）

に
算
入
が
で
き
る
た
め
大
き
な

節
税
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

【
加
入
対
象
者
】

　
継
続
し
て
１
年
以
上
事
業
を

行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
で
、

・「
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資

の
総
額
」
ま
た
は
「
従
業
員
数

（
※
）」
の
条
件
に
該
当
す
る
会

社
ま
た
は
個
人
事
業
者

・
企
業
組
合
、
協
業
組
合

・
共
同
生
産
、
共
同
販
売
等
の

共
同
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業

協
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組
合
、

商
工
組
合

※
２
ヶ
月
を
超
え
て
雇
用
さ
れ

る
者
か
つ
週
あ
た
り
の
所
要
労

働
時
間
が
そ
の
企
業
の
通
常
の

従
業
員
と
概
ね
同
等
で
あ
る
者

（
但
し
、
事
業
主
、
そ
の
家
族

従
業
員
、
法
人
の
役
員
、
雇
用

期
間
が
２
ヶ
月
以
下
の
者
を
除

く
）

【
掛
金
】

月
額
「
５
０
０
０
円
」
か
ら

「
20
万
円
」
の
範
囲
内
（
５
０

０
０
円
単
位
）
で
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。
加
入
後
も
変
更
可

能
で
す
。

【
積
立
限
度
額
】

８
０
０
万
円

【
税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト
】

掛
金
は
、
法
人
は
「
損
金
」、

個
人
事
業
は
「
必
要
経
費
」
に

算
入
で
き
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

　
預
金
口
座
振
替
で
の
払
込
み

と
な
り
ま
す
。

※
加
入
申
込
時
に
掛
金
の
前
納

を
希
望
す
る
場
合
は
振
込
が
で

き
ま
す
。

【
貸
付
に
つ
い
て
】

　
取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
て

売
掛
金
債
権
等
が
回
収
困
難
と

な
っ
た
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
貸
付
限
度
額
　
８
０
０
０
万

円◆
償
還
期
間
上
限
　
５
〜
７
年

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
へ
の

ご
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、

手
続
き
や
制
度
内
容
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
当
所
で
は
、
節
電
へ
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、
５
月
７
日

（
木
）
か
ら
９
月
30
日
（
水
）

ま
で
の
業
務
時
間
中
、
職
員
は

ネ
ク
タ
イ
、
上
着
を
着
用
し
な

い
軽
装
を
励
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

令和２年３月16日～４月15日までの入会の方
新しい会員さんです
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職
員
の

夏
季
軽
装

に
つ
い
てCOOL BIZ
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事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

ノムラ電気商会 野村三雄 小田原市栄町
3丁目12‒4 0465-23-3661 家庭電器小売

株式会社アイズ 石田博之 小田原市本町
1丁目5‒33 0465-44-4006 ソフトウェア開発、システム保守運営他

合同会社
小田原かまぼこ発信隊 田代守孝 小田原市本町

3丁目7‒17 0465-46-7448 飲食業及び販売

カグラメディカル
株式会社 大内三次 小田原市栄町

2丁目8‒20 0465-46-7522 医療機器卸売販売業

三和シャッター工業
株式会社 的場清隆 小田原市荻窪

329 0465-34-8047 建築工事業

日本電池再生株式会社 川邉　剛 足柄下郡箱根町
芦之湯86‒31 0460-83-6615 鉛電池の再生剤の製造販売

ＹМＴコンサルティン
グ株式会社 髙橋康司 横浜市神奈川区

鶴屋町3丁目32‒14 045-620-9096
経営コンサルティング、人
材教育、経営セミナー等

山崎設備工業 山崎一頼 足柄下郡湯河原町
土肥2丁目8‒28 0465-63-2366 設備工事業（空調、水、一部電気)

知的資産経営研究所 長島孝善 川崎市中原区
今井西町15‒5 090-2148-4784 中小企業診断士（知的資産経営・災害対策ＢＣＰの支援)

公益財団法人
かながわ海岸美化財団 松浦治美 茅ケ崎市汐見台

1‒7 0467-87-5379 環境、美化啓発事業

ゲストハウス湊 奥津　駿 足柄下郡真鶴町
真鶴1947‒98 080-7277-0167 ゲストハウス宿泊業

松永電気 松永一馬 小田原市飯田岡
633‒5 0465-55-8466 電気工事業

株式会社洞 二見洋一 小田原市栄町
2丁目5‒5 0465-24-4383 飲食店、居酒屋

株式会社ヒンジス 千葉勝久 横浜市戸塚区
汲沢1丁目3‒2 045-864-2246 コンサルティング業（地域活性化）

有限会社
エムジープランニング 廣澤康雄 小田原市南鴨宮

3丁目11‒10 0465-47-8934 飲食店、霊園開発、霊園企画、管理、墓石販売

マスト 畠山正人 小田原市曽比
2517 0465-55-8740 建設業（一般住宅全般）

有限会社
柳屋クリーニング店 前田　烈 小田原市南町

1丁目9‒27 0465-22-4635 クリーニング業

内藤　雅生 内藤雅生 東京都中央区明
石町一番31‒206 03-3248-1610

財務・金融コンサルタン
ト

ＤＮＰ創発の杜
箱根芦ノ湖山荘 木村剛久 足柄下郡箱根町

仙石原1245 0460-84-4712 宿泊業、日帰り温泉

カフェ・レストラン
ブリーズ 中山良介 小田原市蓮正寺

133‒1 090-1764-0604 飲食業、イベント業

Ｐｌｕｅ　Ｈａｉｒ　
Ｍａｋｅ 青木雅文 小田原市酒匂

2丁目12‒11 090-5524-2918 美容室

有限会社おしうみ建築 鴛海幸司 小田原市南鴨宮
1丁目16‒14‒1 0465-46-0555 一般建築・大工工事業

セブンイレブン
小田原下堀店 飯山健一 小田原市下堀

851‒4 0465-42-7102 コンビニエンスストア

相原興業株式会社 相原孝光 小田原市鴨宮
336‒2 0465-48-4631 ガソリンスタンド

スリー　パインツ 安齊　亮 小田原市酒匂
5丁目12‒15 0465-47-7704 飲食業

Ｒｉｋｕ 井山利恵 小田原市酒匂
2丁目38‒50 0465-47-5403 美容室

箱根　金時荘 長坂裕美 足柄下郡箱根町
強羅1320‒234 0460-82-2524 民宿

コスナ サイクル 小砂恵三 小田原市扇町
4丁目7‒3 0465-35-3720 自転車販売・修理

体のメンテナンス処
バランス 安藤綱良 小田原市中里

184‒1 0465-46-7066 整体・アロマ

令和２年度・労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新期間は、

６月１日（月）～ ７月10日（金）です。
労災保険と併せて石綿健康被害救済のための一般拠出金も申告・納付
となります。

≪年度更新申告書は、５月末頃に発送予定です≫

※申込締切日を過ぎて提出された場合は、次の期からの振替となります。

お問い合わせは、
神奈川労働局　総務部　労働保険徴収課
　適用第１係・第２係・第３係…………　　電話　045-650-2803

正しい申告のために…早目にご準備を。

厚生労働省 労働保険 口座振替検 索
労働保険料は
口座振替が
便利です！

労働保険のお知らせ

経営セーフティ共済
ご存知ですか？

持続化給付金 について

事業の継続を支え再起の糧となる給付金

小
田
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
中
小
企
業
事
業
者
等
支
援
金
に
つ
い
て

福祉用具販売・レンタル、住宅の改修工事

チャーリーケア小 田 原 店　小田原市扇町 3-14-21
　　　　　　　　　　　　　TEL  0465-66-3300
チャーリーケア秦野営業所　秦野市南矢名 5-15-17
　　　　　　　　　　　　　TEL  0463-86-6132

介護に関するご相談は当社まで！
お気軽にご相談下さい。

暮ら
しの中

へ、人の
こころへ
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な
お
、
詳
細
は
、「
東
京
商

工
会
議
所
検
定
試
験
情
報
」
で

検
索
を
し
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
員
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
当
所
に
て
、６
月
21
日
（
日
）

実
施
予
定
で
あ
っ
た
「
第
47
回

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試

験
」
及
び
７
月
５
日
（
日
）
実

施
予
定
で
あ
っ
た
「
第
44
回
福

祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定
試
験
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
議
所

●
受
診
料

会
　
員
　
　
９
，
０
０
０
円

非
会
員
　
１
２
，
０
０
０
円

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

担
当

：

大
川
・
平
井

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
定
期

健
康
診
断
を
延
期
又
は
中
止
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
下
さ
い
。

●
実
施
日
・
場
所

７
月
１
日
（
水
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

７
月
２
日
（
木
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

７
月
３
日
（
金
）
箱
根
町
仙
石

原
文
化
セ
ン
タ
ー

７
月
13
日
（
月
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

７
月
14
日
（
火
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

７
月
16
日
（
木
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

７
月
17
日
（
金
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

７
月
28
日
（
火
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

７
月
29
日
（
水
）
小
田
原
箱
根

　
従
業
員
の
「
健
康
」
は
、
会

社
の
財
産
で
す
。
従
業
員
の
健

康
を
確
保
す
る
事
は
、
長
期
的

な
会
社
の
発
展
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
ご
承
知

の
通
り
、
事
業
主
は
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
に
よ
り
、
少
な
く

と
も
年
に
１
回
、
定
期
的
に
従

業
員
に
健
康
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
従
業
員
に
対
し
通

知
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
も
当

所
で
は
、
左
記
の
通
り
健
康
診

断
を
実
施
致
し
ま
す
。
詳
細
及

び
申
込
は
、
今
月
号
に
同
封
さ

れ
て
い
る
案
内
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
年
度
の
定
期

健
康
診
断
か
ら
、
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
が
多
か
っ
た
血
液
検
査

を
利
用
し
て
の
「
が
ん
検
査
」

を
特
別
検
査
（
別
途
受
診
料
が

必
要
）
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

貴
社
の
商
品
や
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
こ
の
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
会
報
誌

「
商
工
小
田
原
箱
根
」
に
同
封

し
、
会
員
事
業
所
等
約
３
３
０

０
社
に
お
届
け
す
る
大
変
好
評

を
頂
い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
同
封
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。
自
社

の
宣
伝
に
ご
利
用
を
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
同
封
サ
ー
ビ
ス
料
金
】

●
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
１
枚
）

　
３
０
，
８
０
０
円
（
税
込
）

●
Ａ
３
サ
イ
ズ
（
１
枚
）

　
４
８
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４
０
０
円
（
税
込
）　

【
お
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せ
】

小
田
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ス
グ
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ー
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０
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８
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消
費
税
率
引
上
げ
と
軽
減
税

率
の
導
入
・
働
き
方
改
革
関
連

法
な
ど
の
労
働
法
制
・
民
法
等

の
各
種
制
度
改
正
に
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
方

が
円
滑
な
対
応
で
き
る
よ
う
当

所
は
、
支
援
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
税
理
士
、
中
小
企
業
診
断

士
等
の
様
々
な
分
野
の
専
門
家

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種

の
制
度
改
正
の
周
知
と
そ
の
対

策
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
専

門
家
を
派
遣
す
る
な
ど
し
、
制

度
改
正
に
対
す
る
各
種
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
利
用
に
は
、
条
件

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
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合
せ
】

小
田
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箱
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議
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経
営
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ル
ー
プ
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）１
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レジ袋有料化 2020 年 7月1日スタート

レジ袋削減に

ご協力下さい
~レジ袋有料化のご協力のお願い~

環境性能が認められる以下の袋への転換にご協力をお願いします。
以下の３点については、法令に基づく有料化の対象とはなりませんが、

あらゆるレジ袋を有料化することにより過剰な使用を抑制していくことが基本です。

微生物によって海洋で分解される
プラスチック製買物袋は、

海洋プラスチックごみ問題対策に
寄与するためです

海洋生分解性プラスチックの
配合率が100％のもの

植物由来がCO2総量を
変えない素材であり、

地球温暖化対策に寄与するためです

バイオマス素材の配合率が
25％以上のもの

繰り返し使用が可能であることから、
プラスチック製買物袋の

過剰な使用抑制に寄与するためです

プラスチックの
フィルムの厚さが

50マイクロメートル以上のもの

できるだけ 無駄なレジ袋 を 少なくし、
環境問題解決の一歩 になるよう、

皆様のご協力 を賜りたく、

よろしくお願い申し上げます。

 “レジ袋削減”もその一環です。

海洋プラスチックごみ問題 を含めた

環境問題 が深刻さを増しています。

海洋プラスチックごみ問題 を含めた

環境問題 が深刻さを増しています。

政府 では 環境問題解決 に向けて

様々な 施策 を 実施、検討 しています。

政府 では 環境問題解決 に向けて

様々な 施策 を 実施、検討 しています。

ただし、 前倒し で 有料化 することを 推奨 しています。

売値 については 各事業者様 の ご判断 に お任せ します。

環境問題
解決の
第一歩

レジ袋有料化お問合せ窓口レジ袋有料化お問合せ窓口レジ袋有料化お問合せ窓口レジ袋有料化お問合せ窓口
0570-080180

消費者
向け

レジ袋有料化お問合せ窓口
0570-000930

事業者
向け

経済産業省
レジ袋有料化
に関するHP

https://www.meti.go.jp/
policy/recycle/plasticbag/
plasticbag_top.html

̶４月度管内定期情報̶
調査項目 調 査 月 数　値 対前月比 対前年同月比 資料提供

小田原市
人 口 ４月１日現在 189,376 人 △275 人 △1,078 人

小田原市
世 帯 数 ４月１日現在 82,012 世帯 202 世帯 568 世帯

箱 根 町
人 口 ４月１日現在 10,953 人 △35 人 △238 人

箱 根 町
世 帯 数 ４月１日現在 6,110 世帯 11 世帯 △12 世帯

求人求職
状　　況

求 人 倍 率 ３月分 0.83 △0.08 △0.50

ハローワーク
小 田 原有効求人数 ３月分 2,203 人 △109 人 △1,277 人

有効求職数 ３月分 2,640 人 112 人 30 人

※小田原城天守閣は、３月30日から休館中です。
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plasticbag_top.html
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試
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定
期
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の
実
施

に
つ
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て

当所　会員限定サービス

専門家派遣事業等について

令和２年度
小田原箱根商工会議所

チラシ同封サービスのご案内

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、B.S.C による経営戦略
●経営者が知っていなければならない計数管理など

小田原地域の多くの経営者が受講した、
実績のあるマネジメントスクール

マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記までご連絡ください
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail :soumu@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 15名
2019年4月～2021年2月　随時募集
原則毎月第2火曜日　18:30～20:30
（株）ブレイン・スタッフ


